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斉藤ちすまん

†円卓会議の様子｡後ろに大地図がある
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09年　まちづくりラウンドテーブル第2弾

市民風力発電開発部長を招いて｡
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欲しいところには差し上げますよ｡
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番己-
｢地域がつながる｣ことについて

昨年に引き続いて､石狩管区内六市の市民団体の皆さんと一緒に､ ｢地域がつながるこ

と｣の意味と方法について考える機会をもつことができました｡企画を任されてまず考え

たことは､ ｢人々がつながって地域を創り､そのような地域こそがつながれる｣という昨

年の成果の上に､何をすべきなのか､ということでした｡いろいろと思い悩んだのですが､

最終的には｢つながりとはなにか｣を共に考えてみようということになりました｡という

のも､地域を創る｢つながり｣の多様さや広がりはこれから本当に必要になるでしょうが､

未だ十分に考えられ､語られていないのではないか､と考えたからでした｡

WS 2 ｢つながりを考えよう｣では､いろいろな状況や視点を設定して､皆さんに｢つ

ながり｣を考えていただきました｡いくつもの素晴らしい考えが示されましたo　これはも

う私などの想像を超えるもので､本当に皆さんに聞いてみてよかったと思っています｡ ｢つ

ながりは行動力だ｣ ｢自分の､他人の地域を愛することだ｣ ｢ぱくりっこ(交換しあう)｣ ｢そ

れぞれ訪れあおう｣､どれも時代や社会を超えた真実であり､その多様さと広がりを示し

ていると思います｡

WS　2の最後に､ ｢つながり｣を毛糸で記した昨年度の巨大地図の上に､現在の登録NPO

を模式的(活動分野ごとに色を変えて､ NPOの活動範囲を直径5kmの円で表したもの)

に投影してみました.ここで示したかったのはNPOなどの市民団体と行政のつながり方

の違いです｡まず地理的に､行政の管掌する範囲はすべての地域を含みかつ重ならないの

ですが､ NPOや市民団体の活動範囲はすべての地域を含むことはなく､多くのNPOの活

動が重なる地域もあります｡活動内容に関しても同様のことが言えます｡教育､医療､福

祉､インフラ整備､産業､税務､議会など､行政はすべての活動内容を網羅しなければな

りませんが､NPOは自分たちの得意分野に特化し､必要に応じて他のNPOと協力します｡

つまり行政の有する正統性や公平性は地理的にも活動内容としてもその網羅性にあり､

行政範囲内にあるさまざま
な活動分野のNPOが連合し､

基礎自治体や都道府県と､
地域に関わる公共政策･施
策をめぐるパートナーシッ
プを構成する｡

地域ごとのNPO･市民団体
のつながり

14



NPOは行政とパートナーシップを組むことで､ if:.統性､公平性を獲得することになりま

すoしかし一方で特定の現場の事情や分野ごとの必要性を了解し､効果的に対策を考えら

れるのはNPOや市民団体です｡今回のWSで地図の上に示したNPOは､まだっながっ

ていません｡ NPOが地域ごと分野ごとに相互につながると､ NPOを示す円は相互につな

がり､また立体的に立ち上がってくるでしょう｡そして活動場所や内容に関して､行政や

政府-の政策提言や効果の評価を行うようになると考えられます｡私はこのようなっなが

りが｢新しい公共｣であり､新しい社会のガバナンスの仕組みだと思うのです｡また､昨

年の提案と重ねると､ NPO･市民団体相互のつながり､行政とのつながりは､地学的な時

間をかけて形成された流域を舞台に起こり､さらにそこに生きる生き物達とつながってゆ

くというイメージです｡

今回も地域連携の試みが先駆的となったのは､参加された皆さんの日々の活動と柔軟な

発想に負うもので､感謝しております｡同時に､昨年に続きこの機会をいただいた(財)

北海道地域活動振興協会に感謝いたします｡　また､ WS3では思いもかけず､来年は河

川による｢地域のつながり｣を確認しようということになりましたo初夏の石矧tはその

支流を､ WS会場から飛び出して皆さんと一緒に､カヌーで下るのがとても楽しみです.
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基礎自治体の範囲を超えて､活動分
野ごとにNPOが連合し､都道府県や
国と､当該分野の課題･対策などを
検討する｡すなわち政策･施策立案
の対等なパートナーとなる.

A
地域を越えたテーマごとの
NPO･市民団体のつながり
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